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1 『雲南信息報』2004 年 3月 1日を引用。 
2  DACはDevelopment Assistance Committeeの略称であり、OECD（ Organization for Economic Cooperation 
and Development 、経済協力開発機構）の下部機関、開発委員会という。 DACの 5 項目の主な内容は以下
のとおりである。①案件またはプロジェクトの妥当性、②目的・目標達成度、③実施効率性、③サステナ
ビリティ（sustainability）、⑤実施効果や種々のインパクト。 



























れている。滇池の水面積は琵琶湖の約半分(約 320 平方キロメートル)、深さは最大 10.9 メート
ル(平均水深 4.4 メートル)であり、容積は 15.6 億立方メートルである。 
 市には現在、滇池から取水をしている２つを含め、合計６つの浄水場がある。しかし、湖の
水質悪化により滇池からの取水が限界に近づいている。1980 年代の後半から、滇池水質汚染は
                                 
3 「新華網」（http://www.xinhuanet.com/）を参照した。 
4 胡漢民「昆明市水発展戦略形勢漫析」『雲南城鎮供水節水』４号、2004 年を引用した。 



























                                 
5 『春城晩報』、2003 年 3 月 20 日を引用した。 
6 中国の水質汚染度における認定基準はⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、およびⅤ類に分けられる。汚染程度が悪化する
に連れて表示される数字が増加する。 
7「人民網」（http://www.people.com.cn/）2001 年 7 月 27 日を引用した。 
8「雲南日報」(http://www.yndaily.com/) 2004 年 6 月 23 日を引用した。 
9 前掲（5）『春城晩報』を参照した。 
10 前掲（7）人民網、2001 年 6 月 10 日を引用した。 



































－ 5 － 
図表２ 昆明市給水実績 
年度 1 日平均供給量（万m3） 倍増に要した年数 
1950 0.12  
1953 0.24 3 
1956 0.47 3 
1958 0.94 2 
1960 2.17 2 
1967 4.02 7 
1973 8.25 6 
1980 15.03 7 
1990 29.80 10 
1999 60.99 9 




















                                 
11 『昆明日報』1998 年 12 月 21 日を引用した。 
12 前掲（7）人民網を引用した。 
－ 6 － 




れ、1999 年に中国側の要請を受け、JBIC（Japan Bank For International Cooperation、国









ダム建設費は 4.51 億元、導水工事・施設費は 18.46 億元、浄水・配水工事・施設費は 7.77 億













 この事業の水源確保のために、1999 年年末から昆明市の北部約 100 キロにある禄勧県雲龍郷
                                 
13 国際協力銀行編『円借款活動レポート』（年次報告書別冊）、2000 年、72 頁より引用した。 
14 2003 年 3 月に昆明市掌鳩河導水供水工程建設管理局編『雲龍水庫庫区移民』を引用した。 
15 現地調査を実施するに当たっては、応じてくださった現地の皆様に感謝を申し上げたい。そして、変わ
らぬご協力をいただいた雲林村のWJさんに心から厚く御礼を申し上げたい。 
－ 7 － 
雲龍ダムの建設が開始された。雲龍ダムの水源は禄勧県雲龍郷にある金沙江水系二級支流の掌






















（出所）2002 年 12 月に昆明市掌鳩河導水供水工程建設管理局編『建設中的掌鳩河導水供水工程Ⅲ』。 
図表４ 雲龍ダムの建設の経緯 
年  時 工 事 内 容 























1999年 JBIC は円借款の提供を承認。 
2000年３月７～10日 JBIC 開発二部の次長の荒川博人など三人が昆明市を視察。 
2000年３月28日 中日両国政府は正式に第四次日本国際協力銀行借款協議に署名。借





















                                 
16「雲南供水」（http://www.ynwater.com/）より引用した。 
17 前掲書（11）『昆明日報』を引用した。 
－ 9 － 
図表６ 昆明市自来水集団公司所属の 6つの浄水場の概況 





水  源 
施設能力 
（万m3/日） 
第一浄水場 1957 1.27 坝松花 ダム 15 

















































小  計  31.45  111.5 
（出所）昆明市自来水集団有限公司編『昆明市自来水招商項目簡介』、2004 年。 
 
 図表６を示したように、現在昆明市自来水集団有限公司は一日当たり 111.5 万立方メートル
の給水能力を持っているとされている。しかし、上述した水源汚染、施設の老朽化などにより、
実際の給水能力は一日当たり 74 万立方メートルに過ぎない。 
 雲龍ダムの建設、取水、および導水などの建設と並行して、浄水・配水整備事業が実施され、
雲龍ダムの水を浄化するため、2001 年１月に一日供水能力 60 万立方メートルを持つ昆明市自
来水集団有限公司に属する昆明市第七浄水場建設が開始された。浄水場につながる配水管の建




所 属 昆明市自来水集団有限公司 






－ 10 － 
 以上に示したように、2005 年（予定）に昆明市上水道整備事業が完成すれば、昆明市の一日







 1999 年 12 月に昆明市政府が発表した、雲南省水利水電勘測設計研究員、周雲のレポートに





昆明市政府の発表によれば、禄勧、安寧、嵩明、官渡、西山などを含む 5 つの市･県･区の 12











    
写真１ 雲林村               写真２ 龍和村 
 
 2003 年８月に、嵩明県楊林鎮雲林村への第一回目の現地調査を行った。１年後の 2004 年９
                                 
18「昆明市政務公众信息 务服 網」（http://www.kmpg.gov.cn/green/all-zxgg.asp）を参照した。 
19 前掲書（5）『春城晩報』を引用した。 













































世代・人口 535世代、約1,800人。 188世代、約800人。 
移転前 移転後 移転前 移転後 
住宅 













































































































－ 13 － 






















 2004 年３月２日に地元の新聞『春城晩報』に記載された 帜 钱張 然、 粲明の『几百万人等着喝
们 见水，搬家我 没有意 』（昆明市民に水を提供するためなら、私たちは移転してもかまわない）
という新聞記事の中に以下のようなことが報道されている。「2004 年３月２日の朝、雲龍ダム




                                 
20 久保康之編著『ODAで沈んだ村―インドネシア・ダムに翻弄される人びとと』、インドネシア民主化支援
ネットワーク（ニンジャ）発行、2頁より引用。 
21 前掲（8）「雲南日報」、2004 年 3 月 2 日を引用した。 
































































                                 
22 1999 年に昆明市政府が発表した『昆明市掌鳩河引水供水工程雲龍水庫農村移民安置実施意見』（92 号）
から引用した。 
23（http://www2.saganet.ne.jp/farmer/metan.html）を引用した。 































                                 
24 前掲（13）『円借款活動レポート』を引用した。 




 2002 年 11 月に開かれた中国共産党第 16 次大会において、元国家主席の江沢民は、中国が「小
康」社会を全面的に建設する際と、急いでやらなければならない問題の一つは、「抓緊解决部分
地区水資源短缺問題」（一部地域水資源不足の問題を速やかに解決すること）であると指摘され
た。また、「国内生産総値到 2020 年力争比 2000 年翻両番」（2020 年までにGDPを 2000 年の４倍
にする）という目標を掲げている25。雲南省政府はこの講話に従って、2020 年までに全省のGDP




方メートル（2000 年の実績）から 133 万立方メートルに増大し、約２倍に増える見込みである。 
 雲南省の水道専門家のレポートによれば、昆明市上水道整備事業を完成すれば 2020 年までに





図表９ 昆明市水供給量と GDP の弾力性 
20 年間変化率（％） 




5486.0 26791 48545 79.5 44.8 
GDP 
（万元） 
191,149 6,262,853 25,051,412 96.9 75 
水供給量 
の弾力性 
   1.2 1.6 
（出所）図表１、２を参照して、筆者作成。 
                                 
25 少しゆとりのある「まずまずの生活」を「小康」という。『江沢民在党的第十六次全国代表大会上的報告』、
2002 年 11 月より引用したもの。 
26 雲南省社会科学院編『雲南経済藍皮書―雲南経済発展報告』（2002、2003 年）雲南大学出版社を参照し
た。 
27 新華社 2001 年 10 月 31 日第 4版を引用した。 
－ 18 － 
水供給量の弾力性は次式で求める。 
水供給量の弾力性＝（GDPの変化率）/（水供給量の変化率）28
 計算方式に当て嵌めて、1980～2000 年水供給量の弾力性 1.2 を求めた。「水供給量の弾力性
は 1.2」という結果は、1980～2000 年までの 20 年間に、GDP 変化の割合が水供給量変化の割合
の約 1.2 倍であることを示している。或は、昆明市 GDP 変化の割合が水供給量変化の割合の 1.2
倍となった時点で、深刻な水不足状態に陥っていることが明らかになった。従って、今後 2000
～2020 年までの 20 年間に、GDP 変化の割合が水供給量変化の割合の約 1.6 倍となる時期に、一























－ 19 － 
図表10 雲龍ダム所在地、および移転先の一部関連地域におけるインフラ整備
名 称 数 量 整備の状況 
道 路 22 本  雲龍ダムへのアクセス道路 
 48.5 ㎞  移民先へのアクセス道路 
変電所 ５個  装機容量 35kv を持つ 
水道パイプ 161.1 ㎞  移民先への繋がる水道パイプ 
送電線路 160 ㎞  禄勧県内 
学校 11 箇所 移転村周辺 




















































                                 
29 World Bank, Resettlement and Development : The Bankwide Review of Projects Involving Involuntary  
Resettlement 1986,~1993,April8,1994. を参照した。 
30「雲南希望工程」（http://hope.ynyouth.net/hope/index.php）を参照した。 
31『毎日新聞』2002 年 3 月 12 日。 




















 1979 年に対中第一次円借款が提供されてから 25 年を経過した。中国は 1992 年から 2001 年
までの 10 年間に、常に日本の二国間 ODA における三大供与相手国の一つとなっており、日本







                                 
32『読売新聞』2004 年 10 月 6日。 
33 中国統計出版社編『中国統計年鑑』、2003 年版。。 
34『読売新聞』2004 年 10 月 3日。 
35 峰松新「中国の地域開発戦略の現状と課題」『開発援助研究』、4-1-2 号、1997 年、124 頁を参照。 
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－ 24 － 
